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教 育 委 員 会 定 例 会 会 議 録 

 

１ 日 時 

   令和８年６月１１日（木） 

    開会    ９時３０分 

    閉会   １０時１０分 

 

２ 場 所 

   教育委員室 

 

３ 出席者及び欠席委員の氏名 

出席 長﨑禎和教育長、大森達也委員、冨樫健二委員、安田悦子委員、横山史子委員 

欠席 なし 

 

４ 事務局職員 

副教育長 大屋慎一 

次長（教職員担当）坂井哲 

次長（学校教育担当）尾上修一 

次長（育成支援・社会教育担当）荒川健 

次長（研修担当）小濵偉 

教育総務課 課長 佐川久美子、班長兼企画員 立木雄真 

教育政策課 課長 奥山剣司、課長補佐兼班長 加藤久幸、係長 山本耕三、 

主査 松浦滋 

社会教育・文化財

保護課 

課長 田米正宏、主幹兼係長 中須敏行 

環境生活部文化

振興課 

課長 中村晃康  

 

 

５ 議案件名及び採択の結果 

 件  名 審議結果 

議案第14号 令和９年度三重県立高等学校募集定員総数の策定に

ついて 

原案可決 

議案第15号 三重県総合博物館協議会委員の任命について 原案可決 

議案第16号 三重県立美術館協議会委員の任命について 原案可決 
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６ 報告題件名 

 件  名 

報告１ 次期「県立高等学校活性化計画（仮称）」の策定について 

 

７ 審議の概要 

 

・開会宣言 

長﨑禎和教育長が開会を宣告する。 

 

・会議成立の確認 

５名中５名の出席により会議が成立したことを確認する。 

 

・前回審議事項（５月２６日開催）の審議結果の確認 

前回定例会の審議結果の内容を確認し、全委員が了承する。 

 

・議事録署名者の指名 

横山委員を指名し、指名を了承する。 

 

・会議の公開・非公開の別 

長﨑教育長が各委員に諮り、議案第１４号は公表前であるため、議案第１５号及び議案

第１６号は人事に関する案件であるため、非公開にて審議を行うこととした。 

 

 

・報告事項 

報告１ 次期「県立高等学校活性化計画（仮称）」の策定について（公開） 

審議の概要 ・教育政策課長が次期「県立高等学校活性化計画（仮称）」の策定につい

て報告。 

・教育長が各委員に諮り、了承された。 

各委員から

の主な質疑 

（大森委員） 

１月に開催された全国都道府県教育委員会連合会総会における文部科

学省の行政説明では、グランドデザインのネクストハイスクール構想につ

いて、高大接続、高大連携の一気通貫という言葉で、非常に強調されてい

たが、骨子案にはその言及があまりない。教育内容の中で高校と大学の連

携については、普通科だけではなく、今回のネクストハイスクール構想に

おける三重県の取組でも入れていくということか。 
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（教育政策課長） 

５月 15 日に国から「高等学校教育改革実行計画」策定の手引きの送付

があり、５月 20 日に教育改革推進会議を開いたため、骨子案には間に合

わなかったが、今後、手引きもふまえつつ、書き込んでいきたいと考えて

いる。 

（大森委員） 

ネクストハイスクール構想は基金からはじめて、後に交付金を措置して

いくという話になっているため、丁寧に説明することが必要だと考える。

次の計画案に入れていただくときは、交付金がすぐ使えるようにしていた

だきたい。 

（副教育長） 

文部科学省からは、交付金が措置されるときに、取組を実行計画に位置

づけておくよう言われているため、認識しながら進めている。 

（冨樫委員） 

 次期計画には、三重県の現状などが反映されていると思うが、半導体な

どの専門人材の育成などは記載がない。今後含まれていくのか。 

（教育政策課長） 

 今後の素案に盛り込んでいきたいと考えている。 

 

・審議事項 

議案第14号 令和９年度三重県立高等学校募集定員総数の策定について（非公開） 

・非公開により審議されたため、三重県教育委員会会議規則第十三条二項の規定により会

議録は別途作成。 

 

・審議事項 

議案第15号 三重県総合博物館協議会委員の任命について（非公開） 

・非公開により審議されたため、三重県教育委員会会議規則第十三条二項の規定により会

議録は別途作成。 

 

・審議事項 

議案第16号 三重県立美術館協議会委員の任命について（非公開） 

・非公開により審議されたため、三重県教育委員会会議規則第十三条二項の規定により会

議録は別途作成。 

 

・閉会宣言 


